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商品市況展望 

平成 25 年 12 月 1 日記 

 

 このところ東京商品取引所関連のニュースで、天然ガスを上場するとか、石油の OTC 市場に

進出するとかの話題が出ている。11/30 付の日経新聞紙上にも、東京商品取引所とシンガポール

石油仲介大手、ギンガ・ペトロリアムとの間でエネルギー商品などを相対で取引する OTC（店

頭）市場の運営会社の設立を発表した。 

 低迷する先物市場へのテコ入れのため、取引所も本気で何かをやろうと考え始めたらしい。何

せ同日の同紙面には、｢売買高 17 年ぶり低水準｣という見出しもあるのだから。 

 

 魅力的な商品が出来れば、取引も活況となる可能性は十分ある。いや、是非にそうなってもら

いたいものである。 

 

 だが一方で商品取引外務員という当方を含めた仲間内では、特にこれに期待する声はまだ全然

上がっていない。手数料の自由化～営業規制などで落ち込んだ流動性で、手数料収入一本に頼る

外務員収入は壊滅的に落ち込んだわけで、果たして外務員という職業自体が存続するのだろう

か？という悲観的な見方しか出ていないからである。貧すれば鈍すという事だ。 

 

 そんな中、11 月最終週の商品市場は、ゴム・大豆・石油製品などの相場が突如の狂乱状態に

突入である。ファンダメンタルズからは全く理屈に合わぬ値動きであるが、相場が動かないと飯

が食えないのは外務員だけではなく、取引所もファンドも同様であるわけで、出来高が薄い中で

無理やり大きく動かした印象が大きい。そんな風に当方には映る。 

 ただし相場は、ファンダメンタルズ＝理屈だけで動くわけではなく、その動きにも昔から｢相

場には上り坂、下り坂、魔坂（まさか）というのがある｣という。魔坂は市場参加者のすべてを

悪魔が飲み込み、こんなはずはない…と思っているうちに、根こそぎ金を吸い上げるわけだ。 

 

 来週からは師走相場入りであり、今年の相場も残り一ヶ月。仕掛けと退出のタイミングは特に

重要であり、今年の年末年始は休日も長いわけで、今ある玉の仕舞いをどうするかも考えておく

必要があるだろう。 
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〔貴金属〕〔貴金属〕〔貴金属〕〔貴金属〕    

〇東京金日足 

…削除済み… 

今週の金の値動き 

  12 月限（当限） 前日比 10 月限（先限） 前日比 

11 月 25 日 \4,041 -3 \4,040 -8 

11 月 26 日 \4,093 52 \4,097 57 

11 月 27 日 \4,071 -22 \4,075 -22 

11 月 28 日 \4,077 6 \4,082 7 

11 月 29 日 \4,087 10 \4,093 11 

金相場は、金相場は、金相場は、金相場は、先週号においては『戻り売り相場に変化は無しである。ただし感謝祭前に急落した

場面があれば、それは利食いをする場面であろう』とコメントした。 

今週の相場展開は、4,000 円台後半へ若干反発して、堅調に推移。直近の安値は先週記録した

4,020 円（11/21）であるが、夜間取引では続伸して 4,1334,1334,1334,133 円（円（円（円（40404040 円高）で終了円高）で終了円高）で終了円高）で終了している。安値

からは 100 円超戻したわけだ。 

 

102102102102 円台への円安効果もあってか、あるいは原油・石油製品等の急騰円台への円安効果もあってか、あるいは原油・石油製品等の急騰円台への円安効果もあってか、あるいは原油・石油製品等の急騰円台への円安効果もあってか、あるいは原油・石油製品等の急騰もあってか、今週の金相もあってか、今週の金相もあってか、今週の金相もあってか、今週の金相

場は戻り歩調に入って来ている場は戻り歩調に入って来ている場は戻り歩調に入って来ている場は戻り歩調に入って来ている。所詮は戻り売りだと思っている当方であるが、あまり舐めてか

かると危険かもしれない。 

…中略… 

 

なお一代の動きは以下のとおり。 

東京金一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 12 月 \4,519 

12 月 25

日 

\5,081 2 月 7 日 \3,745 6 月 28 日 \4,087 

2014 年 2 月 \4,759 2 月 26 日 \4,979 3 月 21 日 \3,751 6 月 28 日 \4,094 

2014 年 4 月 \4,585 4 月 25 日 \4,760 5 月 10 日 \3,749 6 月 28 日 \4,090 

2014 年 6 月 \4,031 6 月 26 日 \4,531 9 月 4 日 \3,750 6 月 28 日 \4,089 

2014 年 8 月 \4,424 8 月 28 日 \4,532 9 月 4 日 \3,975 

10 月 16

日 

\4,092 

2014 年 10 月 \4,254 

10 月 29

日 

\4,298 

10 月 31

日 

\4,020 

11 月 21

日 

\4,093 

    

〇NY 金日足 

…削除済み… 

11/11/11/11/22229999ののののNYNYNYNY市場では、前日比市場では、前日比市場では、前日比市場では、前日比12.812.812.812.8ドルドルドルドル高高高高のののの1250.61250.61250.61250.6ドルでの終了ドルでの終了ドルでの終了ドルでの終了。11/25に記録した安値安値安値安値1225.71225.71225.71225.7

ドルドルドルドルからはからはからはからは 25252525 ドルほどの反発ドルほどの反発ドルほどの反発ドルほどの反発となっているわけだ。 

…中略… 

このところ何度もアップしているが、今週も大手金融機関の金相場に対する見通しを再度載せ

ておくが、それによれば… 

○ ゴールドマン・サックスゴールドマン・サックスゴールドマン・サックスゴールドマン・サックス…………来年の金相場見通し来年の金相場見通し来年の金相場見通し来年の金相場見通し 1050105010501050 ドルドルドルドル    

○ シティグループシティグループシティグループシティグループ…………年末までに年末までに年末までに年末までに 1250125012501250 ドルまで下がるドルまで下がるドルまで下がるドルまで下がる    
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○ モルガンスタンレーモルガンスタンレーモルガンスタンレーモルガンスタンレー…………1200120012001200 ドルまで下落ドルまで下落ドルまで下落ドルまで下落    

○ 英サクデン・フィナンシャル英サクデン・フィナンシャル英サクデン・フィナンシャル英サクデン・フィナンシャル…………1100110011001100～～～～1500150015001500 ドル、年平均価格をドル、年平均価格をドル、年平均価格をドル、年平均価格を 1280128012801280 ドルドルドルドル    

○ 仏仏仏仏 BNPBNPBNPBNP パリバ…パリバ…パリバ…パリバ…2014201420142014 年見通し年見通し年見通し年見通し 1095109510951095 ドルドルドルドル    

軒並み弱気のオンパレードであり、ただしもうすでに1200ドル前半まで下げてしまったので、

とりあえずの今年の目標値には届いた＝利食いが入った今年の目標値には届いた＝利食いが入った今年の目標値には届いた＝利食いが入った今年の目標値には届いた＝利食いが入った、という判断が妥当だろう。 

 

なお CFTC 発表の 11/11/11/11/26262626 現在の現在の現在の現在のファンドのファンドのファンドのファンドのポジションポジションポジションポジションは、…中略… 

 

またまたまたまた 11/11/11/11/29292929 現在での現在での現在での現在での ETFETFETFETF 残高は、残高は、残高は、残高は、…中略… 

 

株式市場は、金融緩和継続で資金流入が起きているわけだが、金は株式市場は、金融緩和継続で資金流入が起きているわけだが、金は株式市場は、金融緩和継続で資金流入が起きているわけだが、金は株式市場は、金融緩和継続で資金流入が起きているわけだが、金は相変わらず相変わらず相変わらず相変わらずその対極にあその対極にあその対極にあその対極にあ

るわけだるわけだるわけだるわけだ。となるとやはり、今回の戻りはテクニカルなものでしかないと判断するのが妥当だとなるとやはり、今回の戻りはテクニカルなものでしかないと判断するのが妥当だとなるとやはり、今回の戻りはテクニカルなものでしかないと判断するのが妥当だとなるとやはり、今回の戻りはテクニカルなものでしかないと判断するのが妥当だ

ろうろうろうろう。 

 

結論として当方の相場観は、円安＆他商品高の影響もあって反発局面に入っているが、あくま

でもこれはテクニカルなものだろう。トレンドが変わるほどの上昇相場にはつながらないと思わ

れ、戻り売り方針には変化がないだろう。 
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〇東京プラチナ日足 

…削除済み… 

今週のプラチナの値動き 

  12 月限（当限） 前日比 10 月限（先限） 前日比 

11 月 25 日 \4,538 -10 \4,558 -15 

11 月 26 日 \4,555 17 \4,579 21 

11 月 27 日 \4,516 -39 \4,539 -40 

11 月 28 日 \4,484 -32 \4,507 -32 

11 月 29 日 \4,512 28 \4,533 26 

プラチナ相場は、プラチナ相場は、プラチナ相場は、プラチナ相場は、先週号においては『4,400 円～4,800 円程度での逆張り相場を予測。金の影

響を受けないわけはないが、プラチナは単体で考えれば弱い相場ではないと見ているゆえに』と

コメントした。 

今週の相場展開は、4,4854,4854,4854,485 円（円（円（円（11/2811/2811/2811/28）まで下落）まで下落）まで下落）まで下落の後、週末～その後の夜間取引では反発して

4,550 円台に戻した。 

 

南ア情勢の緊迫したニュースは、最近は全く聞こえて来ず、…中略… 

 

それにしてもジョンソン・マッセイ社ジョンソン・マッセイ社ジョンソン・マッセイ社ジョンソン・マッセイ社の相場予測は、いつもの事だが当たらん。強気の発表を

した途端に相場は下げだし、NY プラチナも 1350 ドル台まで下げたのだから。 

○ 2013201320132013 年のプラチナ需給は年のプラチナ需給は年のプラチナ需給は年のプラチナ需給は 18.818.818.818.8 トンの供給不足トンの供給不足トンの供給不足トンの供給不足。（前年の 10.6 トンの不足から拡大） 

○ 2014201420142014 年も供給不足が続く見込み年も供給不足が続く見込み年も供給不足が続く見込み年も供給不足が続く見込み。 

○ 価格予想レンジ価格予想レンジ価格予想レンジ価格予想レンジ 1360136013601360～～～～1580158015801580 ドル、平均ドル、平均ドル、平均ドル、平均 1465146514651465 ドルドルドルドル。 

 

なお一代の動きは以下のとおり。 

東京プラチナ一代の動

き 

      

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 12 月 \4,249 

12 月 25

日 

\5,300 2 月 8 日 \4,122 6 月 27 日 \4,512 

2014 年 2 月 \4,831 2 月 26 日 \5,052 3 月 12 日 \4,125 6 月 27 日 \4,498 

2014 年 4 月 \4,622 4 月 25 日 \4,999 5 月 16 日 \4,109 6 月 27 日 \4,513 

2014 年 6 月 \4,284 6 月 26 日 \4,948 9 月 4 日 \4,125 6 月 27 日 \4,519 

2014 年 8 月 \4,810 8 月 28 日 \4,956 9 月 4 日 \4,302 10 月 4 日 \4,524 

2014 年 10 月 \4,648 

10 月 29

日 

\4,740 

11 月 15

日 

\\\\4,4854,4854,4854,485    

11111111 月月月月 28282828

日日日日    

\4,533 

 

〇プラチナ－金価格差日足 

…削除済み… 

週末現在のサヤは、週末現在のサヤは、週末現在のサヤは、週末現在のサヤは、4,4,4,4,555533333333 円（プラチナ）－円（プラチナ）－円（プラチナ）－円（プラチナ）－4,04,04,04,093939393 円（金）＝円（金）＝円（金）＝円（金）＝440440440440 円円円円。 

11/15 に 567567567567 円幅円幅円幅円幅まで拡大した後、天井を打って反転した格好である。もっともチャートでは

400 円前後では底になってもおかしくはない姿だ。 

 

結論として当方の相場観は、逆張り相場からはまだ抜け出せないだろう。突っ込みは買い、大

きく戻ったところは売りで良いだろう。 
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〔〔〔〔原油・原油・原油・原油・石油製品〕石油製品〕石油製品〕石油製品〕    

〇NY 原油日足 

…削除済み… 

まずは原油から…まずは原油から…まずは原油から…まずは原油から…    

先週号においては『東京原油と NY 原油の動きは別物であり、NY 原油はまだ底打ちから反騰に

転じたばかりだが、東京原油は高値圏へと舞い上がった後である。高値圏では、当然そこからの

買いを考えるよりは、どこで売るかを考える事となる』とコメントした。 

今週の相場展開は、NYNYNYNY 原油は原油は原油は原油は先週 95.6395.6395.6395.63 ドル（ドル（ドル（ドル（11/2111/2111/2111/21）まで反発）まで反発）まで反発）まで反発した後に再び急落。91.7791.7791.7791.77 ドドドド

ル（ル（ル（ル（11/2711/2711/2711/27）まで下落）まで下落）まで下落）まで下落し、安値更新となった。週末 11/29 は 0.42 ドル高の 92.72 ドルでの終了。 

 

戻りきれずに、また安値更新の反落である戻りきれずに、また安値更新の反落である戻りきれずに、また安値更新の反落である戻りきれずに、また安値更新の反落である。その一方で、東京原油は週末まで急騰しているその一方で、東京原油は週末まで急騰しているその一方で、東京原油は週末まで急騰しているその一方で、東京原油は週末まで急騰している

というのだから、全く始末に終えないというのだから、全く始末に終えないというのだから、全く始末に終えないというのだから、全く始末に終えない。相場には上り坂、下り坂、魔坂（まさか）があるとい

うが、その通りの展開だ。 

ただしこの NY 原油のチャートは、安値を切っても現在は 3333 段逆行中段逆行中段逆行中段逆行中であり（価格は安いが、

相対力指数は切り上がっている状態）、もう弱気をする水準ではないというのが当方の見方だ。 

 

そして一方で、東京原油が高いのは…中略… 

 

〇東京原油日足 

…削除済み… 

今週の東京原油の動き 

  11 月限（当限） 前日比 4 月限（先限） 前日比 

11 月 25 日 \66,440 -80 \66,000 -190 

11 月 26 日 \66,670 230 \67,220 1220 

11 月 27 日 \66,620 -50 \67,420 200 

11 月 28 日 \66,760 140 \68,220 800 

11 月 29 日 \66,670 -90 \68,070 -150 

東京原油は 61,61,61,61,130130130130 円（円（円（円（11/811/811/811/8））））を底とし、を底とし、を底とし、を底とし、今週は今週は今週は今週は更に舞い上がって更に舞い上がって更に舞い上がって更に舞い上がって 68,36068,36068,36068,360 円（円（円（円（11/2911/2911/2911/29）まで）まで）まで）まで急急急急

騰である騰である騰である騰である。あっという間にあっという間にあっという間にあっという間に 7,0007,0007,0007,000 円の上げである円の上げである円の上げである円の上げである。 

 

またまたまたまた 1111 週間で週間で週間で週間で 2,0002,0002,0002,000 円上がった円上がった円上がった円上がったわけであり、先週号でコメントした｢ただし、ここからは買い

たいとは思わないし、相場は安いところで買って、高いところを売って儲けるものなのだから、

これからは売り狙いである。どこで売るかの思案橋という事だ｣というのは大失敗。 

もっともその前に、｢底抜けしたら切り返す意地の悪い動きをしているのだから、案外と上抜

けしたら天井を打つのかもしれない。上ぬけとすれば、少なくとも 66,000 円とか、67,000 円と

かかもしれない｣とし、決して安値では売っているわけではないゆえ、残念で済む話であるが…。 

。 

なお一代の動きは以下のとおり。 

東京原油一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 11 月 \60,370 6 月 3 日 \67,810 9 月 9 日 \58,040 6 月 14 日 \\\\66,67066,67066,67066,670    
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2013 年 12 月 \60,580 7 月 1 日 \\\\69,19069,19069,19069,190    

11111111 月月月月 29292929

日日日日    

\60,000 8 月 9 日 \68,940 

2014 年 1 月 \62,420 8 月 1 日 \\\\68,67068,67068,67068,670    

11111111 月月月月 29292929

日日日日    

\59,720 8 月 9 日 \68,470 

2014 年 2 月 \63,890 9 月 2 日 \\\\68,49068,49068,49068,490    

11111111 月月月月 29292929

日日日日    

\61,410 11 月 8 日 \68,280 

2014 年 3 月 \62,520 10 月 1 日 \\\\68,44068,44068,44068,440    

11111111 月月月月 29292929

日日日日    

\61,250 11 月 8 日 \68,170 

2014 年 4 月 \63,780 11 月 1 日 \\\\68,36068,36068,36068,360    

11111111 月月月月 29292929

日日日日    

\61,130 11 月 8 日 \68,070 

 当限を除いて、すべて一代高値を更新したわけだ。 

 

 結論として当方の相場観は、相場は天井圏に入って来ただろう。どこで売るかを考えるところ

であり、ひょっとしたら週末の高値で天井を打っていないかとさえ考えている。（また新高値更

新したら、踏んで売り直すが良いか） 
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〇東京ガソリン日足 

…削除済み… 

今週のガソリンの値動き 

  12 月限（当限） 前日比 5 月限（先限） 前日比 

11 月 25 日 \72,630 -240 \77,870 -350 

  1 月限（当限） 前日比 6 月限（先限） 前日比 

11 月 26 日 \75,320 1290 \79,370   

11 月 27 日 \75,400 80 \79,440 70 

11 月 28 日 \76,870 1470 \80,490 1050 

11 月 29 日 \77,420 550 \80,950 450 

続いてガソリンです…続いてガソリンです…続いてガソリンです…続いてガソリンです…    

先週号においては『ここから更に一段高するようであれば、引きつけての売り狙いであろう。

逆に調整安が出るようであれば、押し目買いという相場であろうと見る』とコメントした。 

今週の相場展開は、週末まで全限一代高値更新の暴騰全限一代高値更新の暴騰全限一代高値更新の暴騰全限一代高値更新の暴騰。11/8 の安値 73,62073,62073,62073,620 円から、あっとい円から、あっとい円から、あっとい円から、あっとい

う間にう間にう間にう間に 8,0008,0008,0008,000 円近い暴騰の円近い暴騰の円近い暴騰の円近い暴騰の 81,24081,24081,24081,240 円（円（円（円（11/2911/2911/2911/29）まで記録）まで記録）まで記録）まで記録した。 

 

相対力指数は相対力指数は相対力指数は相対力指数は 74747474 ポイント台まで上昇ポイント台まで上昇ポイント台まで上昇ポイント台まで上昇。夏場の高値である 78,87078,87078,87078,870 円（円（円（円（8/268/268/268/26）よりも更に）よりも更に）よりも更に）よりも更に 2,0002,0002,0002,000

円以上上がった格好円以上上がった格好円以上上がった格好円以上上がった格好である。相場には上り坂、下り坂、魔坂（まさか）があるというが、その通

りの展開だ。 

…中略… 

 

 なお一代の推移は、以下のとおり。 

東京ガソリン一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 12 月 \71,760 5 月 27 日 \77,880 9 月 6 日 \69,450 6 月 14 日 \\\\72,63072,63072,63072,630    

2014 年 1 月 \70,660 6 月 26 日 \\\\77,50077,50077,50077,500    

11111111 月月月月 29292929

日日日日    

\69,520 6 月 27 日 \77,420 

2014 年 2 月 \75,050 7 月 26 日 \\\\78,65078,65078,65078,650    

11111111 月月月月 29292929

日日日日    

\71,020 8 月 9 日 \78,470 

2014 年 3 月 \76,610 8 月 26 日 \\\\80,10080,10080,10080,100    

11111111 月月月月 29292929

日日日日    

\73,060 11 月 8 日 \79,950 

2014 年 4 月 \76,190 9 月 26 日 \\\\80,68080,68080,68080,680    

11111111 月月月月 29292929

日日日日    

\73,350 10 月 8 日 \80,450 

2014 年 5 月 \75,100 

10 月 28

日 

\\\\81,15081,15081,15081,150    

11111111 月月月月 29292929

日日日日    

\73,620 11 月 8 日 \80,920 

2014 年 6 月 \\\\78,83078,83078,83078,830    

11111111 月月月月 26262626

日日日日    

\\\\81,24081,24081,24081,240    

11111111 月月月月 29292929

日日日日    

\\\\78,63078,63078,63078,630    

11111111 月月月月 26262626

日日日日    

\80,950 

 

11/11/11/11/29292929 現在の現在の現在の現在の業者間転売価格は業者間転売価格は業者間転売価格は業者間転売価格は、、、、…中略… 

 

11/11/11/11/23232323 現現現現在の在の在の在のガソリン在庫は、ガソリン在庫は、ガソリン在庫は、ガソリン在庫は、…中略… 

  

結論として当方の相場観は、海外原油は上がっていない、現物価格も上がっていない中での、

先物市場の急騰劇は内部要因が主流か。どこで売るかを考えるのが、儲けの道だろうと思うが、

さて？ 
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〇東京灯油日足 

…削除済み… 

今週の灯油の値動き 

  12 月限（当限） 前日比 5 月限（先限） 前日比 

11 月 25 日 \81,340 -360 \77,600 -100 

  1 月限（当限） 前日比 6 月限（先限） 前日比 

11 月 26 日 \83,380 1270 \78,450   

11 月 27 日 \84,390 1010 \78,720 270 

11 月 28 日 \85,770 1380 \79,730 1010 

11 月 29 日 \85,930 60 \79,720 -10 

最後に灯油です…最後に灯油です…最後に灯油です…最後に灯油です…    

先週号においては『中物限月の押し目買い、先物限月の戻り売りの相場は続くだろう。それが

相場の摂理にかなっているゆえに』とコメントした。 

今週の相場展開は、全限一代高値の更新全限一代高値の更新全限一代高値の更新全限一代高値の更新で大暴騰。特に需要期の期近は期近は期近は期近は 86,00086,00086,00086,000 円台までの暴円台までの暴円台までの暴円台までの暴

騰騰騰騰であり、不需要期の先物との逆ザヤは逆ザヤは逆ザヤは逆ザヤは 6,0006,0006,0006,000 円に拡大円に拡大円に拡大円に拡大した。 

 

10月末段階では4,000円程度の逆ザヤだったものが、今や6,000円の逆ザヤまで拡大である。

こうなる事は、ずっと指摘済みである。 

…中略… 

 

なお一代の推移は、以下のとおり。 

東京灯油一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 12 月 \74,610 5 月 27 日 \\\\81,92081,92081,92081,920    

11111111 月月月月 25252525

日日日日    

\71,580 6 月 14 日 \\\\81,34081,34081,34081,340    

2014 年 1 月 \73,900 6 月 26 日 \\\\86,47086,47086,47086,470    

11111111 月月月月 29292929

日日日日    

\72,650 6 月 27 日 \85,830 

2014 年 2 月 \78,000 7 月 26 日 \\\\86,17086,17086,17086,170    

11111111 月月月月 29292929

日日日日    

\74,130 8 月 9 日 \85,580 

2014 年 3 月 \79,130 8 月 26 日 \\\\84,47084,47084,47084,470    

11111111 月月月月 29292929

日日日日    

\75,710 11 月 8 日 \84,000 

2014 年 4 月 \75,440 9 月 26 日 \\\\81,47081,47081,47081,470    

11111111 月月月月 29292929

日日日日    

\73,430 11 月 8 日 \80,870 

2014 年 5 月 \74,290 

10 月 28

日 

\\\\80,45080,45080,45080,450    

11111111 月月月月 29292929

日日日日    

\72,900 11 月 8 日 \79,790 

2014 年 6 月 \\\\78,41078,41078,41078,410    

11111111 月月月月 26262626

日日日日    

\\\\80,31080,31080,31080,310    

11111111 月月月月 29292929

日日日日    

\\\\77,70077,70077,70077,700    

11111111 月月月月 26262626

日日日日    

\79,720 

 

11/11/11/11/29292929 現在現在現在現在の業者間転売価格はの業者間転売価格はの業者間転売価格はの業者間転売価格は、、、、…中略… 

 

11/11/11/11/23232323 現在の現在の現在の現在の灯油在庫は、灯油在庫は、灯油在庫は、灯油在庫は、…中略… 

   

結論として当方の相場観は、もうちょっと逆ザヤは拡大するかもしれないが、さすがにここか

らの一段高は想定しづらい。当方には中国との戦争でも織り込もうとしているのか？としか思え

ないような相場である。（正直、戦争が起きるとは全く思っていないけれども） 
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〔ゴム〕〔ゴム〕〔ゴム〕〔ゴム〕    

〇東京ゴム日足 

…削除済み… 

今週のゴムの値動き 

  11 月限（当限） 前日比 4 月限（先限） 前日比 

11 月 25 日 255.9 5.9 260.7 0.7 

  12 月限（当限） 前日比 5 月限（先限） 前日比 

11 月 26 日 253.4 -0.5 260.1   

11 月 27 日 252.3 -1.1 256.9 -3.2 

11 月 28 日 253.1 0.8 258.5 1.6 

11 月 29 日 262.8 9.7 270.2 11.7 

先週号においては『産地供給量、上海在庫の激増などゴム自体のファンダメンタルズに上昇の

機運は無いが、かと言ってチャートは崩れの気配も無い。こういう時は、やはり様子見が一番。

ゴムだけが商品相場じゃあるまいし…という事である』とコメントした。 

今週の相場展開は、週末に突如の大暴騰。一気に先物と 4 月限が一代高値の更新であり、270270270270

円台に乗せる展開円台に乗せる展開円台に乗せる展開円台に乗せる展開となった。 

ファンダメンタルズでは上がる材料は皆無だが、チャートは怪しいと言って来たのが、一気ファンダメンタルズでは上がる材料は皆無だが、チャートは怪しいと言って来たのが、一気ファンダメンタルズでは上がる材料は皆無だが、チャートは怪しいと言って来たのが、一気ファンダメンタルズでは上がる材料は皆無だが、チャートは怪しいと言って来たのが、一気

に現実のものとなった格好であるに現実のものとなった格好であるに現実のものとなった格好であるに現実のものとなった格好である。 

ここからの上値抵抗線は上値抵抗線は上値抵抗線は上値抵抗線は 276.0276.0276.0276.0 円、円、円、円、290.3290.3290.3290.3 円とある円とある円とある円とあるわけだが、…中略… 

 

 なお一代の動きは以下のとおり。 

東京ゴム一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 11 月 267.7 5 月 28 日 279.0 9 月 9 日 223.9  6 月 25 日 255.9255.9255.9255.9    

2013 年 12 月 231.0 6 月 25 日 282.5 9 月 9 日 225.5 6 月 25 日 262.8 

2014 年 1 月 257.0 7 月 26 日 287.1 9 月 9 日 238.7 7 月 31 日 262.9 

2014 年 2 月 278.8 8 月 27 日 290.3 9 月 9 日 249.2 11 月 5 日 264.0 

2014 年 3 月 277.9 9 月 25 日 278.5 9 月 25 日 251.0 11 月 5 日 265.8 

2014 年 4 月 261.1 

10 月 28

日 

270.4270.4270.4270.4    

11111111 月月月月 29292929

日日日日    

253.5 11 月 5 日 268.5 

2014 年 5 月 260.8260.8260.8260.8    

11111111 月月月月 26262626

日日日日    

271.9271.9271.9271.9    

11111111 月月月月 29292929

日日日日    

256.5256.5256.5256.5    

11111111 月月月月 27272727

日日日日    

270.2 

    

当先のサヤは当先のサヤは当先のサヤは当先のサヤは、12 月限 262.8 円～5 月限 270.2 円と 7.47.47.47.4 円円円円のののの順順順順ザヤザヤザヤザヤ。順ザヤ幅は若干縮小した

が、同ザヤには向かわないだろう。 

週末週末週末週末現在の輸入採算価格は、現在の輸入採算価格は、現在の輸入採算価格は、現在の輸入採算価格は、…中略… 

国内営業倉庫在庫は国内営業倉庫在庫は国内営業倉庫在庫は国内営業倉庫在庫は、11/10 現在で 872 トン増の 6,569 トン。3 旬連続の増加である。 

上海ゴム在庫上海ゴム在庫上海ゴム在庫上海ゴム在庫は、は、は、は、…中略… 

上海ゴム価格は上海ゴム価格は上海ゴム価格は上海ゴム価格は、…中略… 

 

 結論として当方の相場観は、全く理屈に合わぬ急騰ではあるが、何か壮大な仕掛けが入ってい

る可能性もある。当方はあくまでもファンダメンタルズから見た売り狙いであるが、早めに売り

から入るとやけどをする危険もあるので注意だ。 
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 〔穀物〕〔穀物〕〔穀物〕〔穀物〕 

〇シカゴコーン月足 

…削除済み… 

今週のコーンの値動き 

  1 月限（当限） 前日比 11 月限（先限） 前日比 

11 月 25 日 \25,700 200 \25,130 120 

11 月 26 日 \25,400 -300 \25,140 10 

11 月 27 日 \25,330 -70 \24,990 -150 

11 月 28 日 \25,550 220 \25,200 210 

11 月 29 日 \24,900 -550 \25,270 -70 

まずはコーンから…まずはコーンから…まずはコーンから…まずはコーンから…    

先週号においては『新春まで仕掛ける相場ではないとの判断。年明けから考えれば十分だろう』

とコメントした。 

今週の相場展開は、円安の影響もあってか僅かながらに上昇。25,44025,44025,44025,440 円（円（円（円（11/1211/1211/1211/12）を抜ければ、）を抜ければ、）を抜ければ、）を抜ければ、

チャートは良くなる姿だチャートは良くなる姿だチャートは良くなる姿だチャートは良くなる姿だ。 

 

今週はシカゴコーンの月足をアップした。…中略… 

 

なお一代の動きは以下のとおりである。 

東京コーン一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2014 年 1 月 \25,700 

12 月 17

日 

\28,600 6 月 3 日 \23,350 10 月 3 日 \24,900 

2014 年 3 月 \27,290 2 月 18 日 \28,750 6 月 3 日 \24,030 8 月 12 日 \25,000 

2014 年 5 月 \26,550 4 月 17 日 \28,970 6 月 3 日 \23,050 

10 月 15

日 

\24,040 

2014 年 7 月 \26,600 6 月 17 日 \28,410 6 月 21 日 \23,450 

11 月 20

日 

\24,320 

2014 年 9 月 \25,190 8 月 16 日 \26,600 8 月 27 日 \24,180 11 月 8 日 \24,900 

2014 年 11 月 \24,790 

10 月 16

日 

\25,440 

11 月 12

日 

\24,380 11 月 8 日 \25,270 

 

また CFTC 発表のファンドの建玉報告は、…中略… 

 

結論として当方の相場観は、年明けまでこのままおとなしくしていてもらいたいが、大きな崩

れもまたもう無さそうだ。長い目で見れば、安い場面は仕掛け始めても良いのかもしれないが、

勝負は来年の天候相場であろう。（空振りしても怪我が少ない安値で買いたい） 
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〇シカゴ大豆月足 

…削除済み… 

今週の大豆の値動き 

  12 月限（当限） 前日比 10 月限（先限） 前日比 

11 月 25 日 \62,500 1500 \55,940 880 

11 月 26 日 \63,400 900 \55,940 0 

11 月 27 日 \64,480 1080 \56,130 190 

11 月 28 日 \69,950 5470 \56,570 440 

11 月 29 日 \63,950 -6000 \55,930 -540 

続いて一般大豆です…続いて一般大豆です…続いて一般大豆です…続いて一般大豆です…    

先週号においては『コーンが一代安値も記録する限月がある中で、大豆は期近～先物まで一代

高値の更新中。だが当方は、一巡して、安くなるまでは仕掛ける気は起きぬ』とコメントした。 

今週の相場展開は、先週に引き続いて全限一代高値の更新全限一代高値の更新全限一代高値の更新全限一代高値の更新。先物も 57,000 円と夏場の高値を

更新だが、期近は期近は期近は期近は 7777 万円までの暴騰の異常値万円までの暴騰の異常値万円までの暴騰の異常値万円までの暴騰の異常値。もっとも一日で 6,000 円の上げ下げでは、素人に

手を出せる相場ではないが。 

 

コーンと大豆のファンダメンタルズの違い（在庫率の違い）から、シカゴもファンドはコーンシカゴもファンドはコーンシカゴもファンドはコーンシカゴもファンドはコーン

売り・大豆買いをしている売り・大豆買いをしている売り・大豆買いをしている売り・大豆買いをしているわけで、こうなるのも判る話であるものの、こんなに上がるとは正直

思わなかった。 

…中略… 

 

なお一代の動きは以下のとおり。 

東京一般大豆一代の動き      

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 12 月 \50,680 12 月 17 日 \\\\70,39070,39070,39070,390    

11111111 月月月月 28282828

日日日日    

\48,450 1 月 9 日 \63,950 

2014 年 2 月 \53,000 2 月 18 日 \\\\65,45065,45065,45065,450    

11111111 月月月月 29292929

日日日日    

\48,960 8 月 8 日 \63,000 

2014 年 4 月 \50,910 4 月 17 日 \\\\63,40063,40063,40063,400    

11111111 月月月月 27272727

日日日日    

\49,850 5 月 2 日 \61,800 

2014 年 6 月 \51,760 6 月 17 日 \\\\60,00060,00060,00060,000    

11111111 月月月月 28282828

日日日日    

\49,130 8 月 8 日 \59,000 

2014 年 8 月 \52,600 8 月 16 日 \\\\56,90056,90056,90056,900    

11111111 月月月月 29292929

日日日日    

\51,480 10 月 3 日 \56,270 

2014 年 10 月 \53,600 10 月 16 日 \\\\57,00057,00057,00057,000    

11111111 月月月月 29292929

日日日日    

\51,900 

10 月 16

日 

\55,930 

 

また CFTC 発表のファンドの建玉報告では、…中略… 

 

結論として当方の相場観は、出来高が少ない市場というのは（商品市場全体がそうだが）、異

常な動きが出るものだ。この大豆相場も例外ではないが、やけどをしたくないので当方は手出し

しない。 
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〔〔〔〔為替為替為替為替・株式・株式・株式・株式〕〕〕〕    

〇ドル/円相場日足 

…削除済み… 

三角持ち合い上放れ三角持ち合い上放れ三角持ち合い上放れ三角持ち合い上放れで、今週末には 102.61 円まで円安が進んだ。週末の NY 市場でも 102 円

30 銭台での動きである。 

目標はもちろん 103.73 円（5/22）であるが、相対力指数は 72 ポイント台と若干過熱感が出

ている。 

    

なお来週の主な予定は、…中略… などとなっている。 

感謝祭明けの相場であるが、重要な経済指標の発表が目白押しの週となる。 

 

〇ユーロ/円相場日足 

…削除済み… 

ドル/円相場は 5 月以来の円安となっているわけだが、ユーロ/円相場の円安進行はドル/円以上

に円安が進んでいる状況だ。 

今回はアップしなかったが、この状態を見てもわかるとおり、ユーロ/ドル相場だともちろん

ドル安/ユーロ高となっているわけだ。 

なぜここまでユーロが強いのかに疑問は残るものの、この動きで商品市場が確りしているのは

事実。注目は、5 日の ECBECBECBECB 政策金利・ドラギ政策金利・ドラギ政策金利・ドラギ政策金利・ドラギ ECBECBECBECB 総裁記者会見総裁記者会見総裁記者会見総裁記者会見という事になるだろう。相対

力指数はこれも 70 ポイントをオーバーしているゆえに。 

 

〇NY ダウ日足 

…削除済み… 

 今週は NY ダウのチャートと、次ページに CRB 指数のチャートをアップした。CRB 指数は

商品の代表的な指数であり、NY ダウの商品版だと思っておけば良い。 

 NY ダウは、このように高値を更新中である。気掛かりは感謝祭明けの動きであり、相対力指

数はすでに 70 ポイントを超えているので、ぼちぼち天井圏に入って来ているという事。 

 

〇CRB 指数日足 

…削除済み… 

 NY ダウや日経平均が高値追いをしている中で、ご覧の様に CRB 指数は大きく崩れているわ

けだ。 

 もちろん上げたり下げたりするのが相場ゆえ、指数の逆行現象も出ている現状では、一度戻し

ても全くおかしくはない。 

 しかし前々から言っている｢買いは株式、商品は売り｣というのは、こられのチャートを見ると

一目瞭然であろう。 

 

 

 このレポートは、私が個人的な判断で書いたものです。 
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内容の責任はすべて私に帰するものですが、取引に対する利益を保証するものでは在りません。 

（当たり前ですが念のため） 

 

        ひげの中ちゃん相場情報 

                       中田幸一郎 

        メールアドレス info@higenaka.com 


